
 

 

 

 

 

 バニラさんとのお別れ 

                       園 長  立 石 晃 子 

猛暑が落ち着き、ようやく秋風を感じられる季節になりました。幼稚園はもうすぐ運動会で

す。今年も汐入小学校の体育館をお借りして行います。これまでも小学校の給食時間に体育館

をお借りして、暑い中でも子供たちの安全・安心な活動を行ってきました。当日は子供たちが

体を動かすことを楽しんできた姿、教師や友達と一緒だと楽しく共に気持ちを高めてきた姿を

ご覧いただけたらと思います。 

先月の園だよりで状況をお知らせしていましたが、ウサギのバニラさんが９月１５日（月）

に亡くなりました。夏季休業中に入りお腹の中にできた腫瘍が神経を圧迫し脚が硬直してしま

ったバニラさん。当初、かろうじて動かせる右手だけを使って身体の位置を変えていましたが、

徐々に身体を動かすことが難しくなり横になる時間が増えていきました。職員がケージに近付

くと身体を起こし、「餌を食べさせてほしい」「水を飲ませてほしい」という様子を見せていま

した。職員は出勤するとすぐにバニラさんの安否を確認し餌や水を口元までもっていき与えて

いました。ケージを通りかかかるたびに様子を見て、身体を動かせなくなったバニラさんが餌

を食べやすいように、水を飲みやすいように、と容器を変えたり容器の位置を変えたり、気に

かけていました。退勤する前には餌や水を補充し十分に与えていました。亡くなる２日前にな

ると、職員が近付いても眼だけの反応になり、餌を食べる量も水を飲む量がぐっと減ってしま

いました。そして、とうとう何も口にしなくなり、旅立っていきました。入園した子供たちに

バニラさんは保護者から離れてちょっぴり寂しい気持ちを元気づけてくれました。ふわふわと

した温かい毛は気持ちをほっとさせてくれました。年長児になると今度は子供たちがバニラさ

んのお世話をしました。みんなに大切に飼われて１１年という長生きができました。 

次の日、お別れをしました。職員は花を手向けたり、ニンジンを傍に置いたりしました。子

供たちは担任から話を聞き様子を見て、摘んできた花や、折り紙で作った花やニンジンを傍に

置きました。「バニラさんありがとう」と手紙を書いてもいました。保護者をはじめ、話を聞き

つけた修了児や保護者の方も、手紙を書いてくれたり、お別れをしに来てくれたりしました。

今では空になってしまったケージが玄関に残っています。傍を通るたびに、バニラさんがいな

くなってしまったことを感じ、偲ぶ時間になっています。 

バニラさん、今までみんなを幸せな気持ちにしてくれてありがとう。 
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楽しいこといっぱい！子どもたちの園生活 

＜3歳もも組＞   

 みんなで「よーい、どん！」 体を動かすって楽しい！気持ちいい！ 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

＜4 歳たんぽぽ組＞ 

 友達と体を動かして遊ぶって面白い！運動会、楽しみだね！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜5 歳ばら組＞ 

幼稚園最後の運動会☆一人ひとりの頑張りが大成功につながるね♪ 

 

 バニラちゃんとのお別れでは、「どこに行っちゃうの？」「病院行ったら治る？」などという声

も上がり、初めての「死」との直面に、年少なりにどう伝えたらわかるのだろうか…と悩みまし

たが、「バイバーイ！お空から見ててね！」とみんなで送り出しました。 

厳しい暑い日が続く９月でしたが、少し暑さが和らぐと子供たちは、園庭で「よーい、どん！」

の合図で走ったり、年長のリレーの真似をしてぐるぐる走ったりと、思い切り体を動かして遊ぶ

ことの楽しさや、心地よさを感じながら遊んでいます。さて、もうすぐ運動会があります。「かけ

っこがとっても速くなったからおうちの人に見せちゃおうか」「こんなに素敵な踊りだから見せち

ゃう？」などと、楽しいことを見せる場として、年少なり『運動会』のイメージや期待を膨らま

せて、教師や友達と楽しく参加しいつもの姿をお見せできるよう進めていきます。 

 

幼稚園で愛されてきたバニラちゃん。２学期に子供たちと再会することができたのも束の間、

先日、お別れとなりました。静かに眠るバニラちゃんの姿を見て、「天国でいっぱい遊んでね」「ま

たいつか遊びたいよ」と手を合わせながら話したり、ニンジンを折り紙で折ってプレゼントした

りとそれぞれが生命の終わりと向き合い、思い思いに最後の時を過ごしました。ばら組になった

お世話ができると思っていた子もおり、残念そうな様子でした。 

運動会の取組では、リズムや玉入れのノリノリの曲が気に入り、楽しんで体を動かしています。

また、年少組のリズムを見て「かわいい」と拍手したり、年長組がリレーで走る様子を見て「す

ごい！」「速い！」と驚いたりし、年少組への思いやりの気持ちや年長組への憧れの思いがぐんと

高まっています。来月は運動会後の活動においても、他学年と交流し、異年齢での関わりをさら

に楽しんでいきながら、体を動かして遊ぶ楽しさをますます感じていけるよう援助していきます。 

 歴代のばら組が大事にお世話をしてきたバニラちゃんとのお別れをしました。子供たちの元気な

顔を見るために 9 月まで頑張ってくれました。寂しくて泣いている子、少し怖いと思って離れる

子…年長組はしっかりと別れに向き合いました。「なんだか動き出しそうだね」「ごはんちょうだ

いって起きそう」そんな安らかな顔をしていました。天国にいるバニラちゃんの家族に会えるよ

うに折り紙でウサギを作ったり、手紙を書いたりしました。みんなにたくさん愛され大事にされ

たバニラちゃんからたくさんのことを学ぶことができました。「ありがとう！バニラちゃん」 

 運動会の取組では、夏休み開けてからみんなで“ばらぐみかいぎ”で考えました。「どんな運動

会にしたい？」との問いかけに「楽しい運動会」「頑張る運動会」「金メダルほしい」みんなで最

後の運動会を思いっきり楽しむ！そんな運動会にしたいと意見は一致しました。毎日とっても張

り切っているばら組！！「今日は踊る？リレーする？バルーンは？」とやる気満々です。 


